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「はなみずき」の花言葉には「私の想いを受けとめてください」という意味があります。

また、小林市にあふれる「花・水・木」など、いろいろな思いが込められています。
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※今回の表紙は、県立小林こすもす支援学校 小学部の皆さんです。

　11 ページに「表紙のひとコマ」を掲載しています。
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■ 吉藤 洋子 議員のイチオシ !! 　　 　 ・・裏表紙

■ 特集「市民体育館を考える」



市議会での議論の経緯（主なものを抜粋）

２2022/12 はなみずきはなみずき№ 64３

　市議会では、小林総合運動公園内に「健幸のまちづくり拠点施設（複合型総合体育施設）」の

整備方針が示されたことを受けて、令和４年度の各常任委員会の年間テーマとして、調査・議論

をしてきました。

　令和４年 12 月 16 日の全員協議会で、現時点の概算事業費が示されました。

概算事業費（外構工事・備品購入費等を含む。税込）

■令和４年   2 月 18 日   基本計
・ ・

画時点　約 39 億 6 千万円（市の負担分：約 14 億 3 千万円）

■令和４年 12 月 16 日　基本設
・ ・

計時点　約 52 億 3 千万円（市の負担分：約 17 億円）

※かっこ内が、実質的な市の一般財源の持ち出し分となります。

　新たな国の補助金も追加されましたが、物価高騰等の影響により基本計画時点から概算事業費は

約 32%（市の負担分は約 19％）増加しています。

【概算事業費について】

【市長への申し入れ事項】

　財源については、補助率の高い事業（補助率上限 1/2）及び有利な地方債（充当率：

90%、交付税措置率：50％）を活用するとのことであるが、後年度の負担を減らすために

も、ふるさと納税、クラウドファンディング、本市にゆかりのある方や団体からの寄附など、

あらゆる手段で財源確保を図り、市の一般財源の実質的な負担額を減らすこと。

◎財源の確保について

◎財政シミュレーションの提示について

　人口減少による税収の減少や社会資本の老朽化など、本市を取り巻く環境がより一段と厳

しさを増す中で、将来に向けて健全な財政運営を堅持するためにも、中長期の視点をもった

財政シミュレーションを提示すること。

◎市民への周知について

　建築資材価格の高騰等に直面しているこの時期に健幸のまちづくり拠点施設を整備する必

　要性はもとより、概算事業費及び財源も含めた事業計画について、市民へ十分説明するこ

　と。あわせて、国民スポーツ大会の開催が市民にどういった効果をもたらすのかといった

　点についても、十分な説明と周知徹底に努めること。

　基本設計を策定するに当たっては、各種団体への説明及び意見聴取を早急に行うとともに、

　その内容については議会にも報告すること。

　これまで、開会中に限らず閉会中においても全員協議会（15 回）、そして総務文教・経済産業・

市民厚生の各常任委員会（延べ 25 回）を随時開催し、市当局からの概要説明や質問事項の回答

などを受け、様々な角度から議論を行い、意見・要望を付すなどしてきました。

・令和３年　８月　市当局から整備方針説明

・令和３年１２月　行政視察随行（総務文教正副委員長）

　　　　　　　　 （佐賀県吉野ヶ里町・福岡県みやま市・福岡県うきは市）

・令和４年　２月　市当局から整備基本計画（案）説明

・令和４年　６月　基本設計を行うための予算を議決

・令和４年　７月　各常任委員会行政視察

　　　　  ～８月　（都城市・日南市・福岡市・熊本県益城町・岐阜県可児市）

・令和４年　８月　市当局から施設整備に係る質問事項の回答

・令和４年　９月　区長会（理事）にアンケートを実施（※）

・令和４年 10 月　経済産業委員会行政視察（長崎県雲仙市）

・令和４年 11 月　市当局から平面図の提示

・令和４年 12 月　各常任委員会（市当局から質問事項の回答）

　             〃       デザインビルド事業者の選定に係る予算を議決

・令和４年 12 月　全員協議会（各常任委員会の協議結果報告・意見とりまと

  ～令和５年１月   めなど計４回実施）

・令和５年　１月　市長へ申し入れ

市民体育館を考える
～ 財源確保と市民への周知を ～

（健幸のまちづくり拠点施設）

・

・

　各議員からは様々な意見が出されましたが、特に重要なものとして、以下の事項について、市長

に申し入れを行いました。

市議会では、今後も引き続き市民の皆様の声に耳を傾け、慎重に議論を深めてまいります。

市
長
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令
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１
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13
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全員協議会の様子

資料15

市当局から示された健幸のまちづくり拠点施設イメージ図現地踏査の様子（小林総合運動公園）

　令和４年９月に区長会理事の皆様（19 人）
に記述式アンケートを送付してご意見を伺い
ました。
　いただきました貴重なご意見は、議会内で
の議論や市当局への意見・要望等に生かして
まいりました。
　アンケートにご協力いただきました区長会
理事の皆様ありがとうございました。

※区長会にアンケートも実施

市当局に対する延べ 100 項目
以上にわたる質問事項

経済産業委員会の視察の様子
（長崎県雲仙市小浜体育館↑）



答弁：スポーツ関係団体などと協議している。また、基本的な配置計画の案ができた時点で、
　　 健康づくり・子育て支援の団体などと随時協議を行う。
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令和４年度一般会計補正予算８億1908万円を可決
12月定例会のあらまし

　１２月定例会は、１１月２５日から１２月１３日までの１９日間の会期で開かれました。

　今期定例会では、市長から提案された令和４年度一般会計補正予算など３２議案のほか、

議員提出の２議案の審議を行い、いずれも原案のとおり可決しました。

　なお、開会日までに受理された陳情１件については、全会一致で不採択となりました。

　（こども応援基金積立事業費　１００万円）【子育て支援課】

（小林市の政策推進における組織及びその任務に関する条例の一部改正 ※関連質疑）【企画政策課】

（健幸のまちづくり拠点施設整備事業費　２６５１万円 ※関連質疑）【建設課】

議員：この事業の内容は？

答弁：出産から子育てにおいて、保護者や子どもへの支援を継続して行うために新たに基金
　　　を設置し、寄附を財源として、少子化対策や子育てなどの事業に活用する。

議 案 質 疑 の 様
子 は こ こ か ら
チェック！

   ◆将来を担
にな

う子どもたちを応援

　◆複合型総合体育施設の整備へ向けて

　また、一般質問では１０人の議員が登壇し、昨年９月の台風１４号による被害状況や防災

対策、ごみ収集運搬業務委託、水道事業など市政全般にわたり論戦が繰り広げられました。

　最終日には、下沖篤史副議長から議員辞職願が提出され、本会議で許可されました。その

後行われた副議長選挙において、吉藤洋子議員が当選し、新副議長に就任しました。

議員：両庁舎は、地域振興課と住民生活課の２課体制になるが、住民サービスへの影響は？

答弁：地域整備課の業務は、地域振興課の中にグループとして残る。行政サービスの低下を
　　　招かないように、本庁と連携を図るとともに適切な人員配置に努める。

議員：基本設計に関係団体の意見反映は？
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　提案された議案は数も多く内容も幅広い分野にわたるため、３つの分野に分けた常任委員会

（分科会）で、さらに詳しく審査しました。その中から一部を紹介します。　　
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令和４年度一般会計総額は300億4142万円に

写真／北西方・勧請岡からの眺望
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　◆須木・野尻庁舎はそれぞれ地域振興課と地域整備課を統合
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お
届
け
中

子どもの安全どう守る
問答

問

答 問
　

  

… 

質
問

　

  

… 

答
弁

　

  

… 

意
見

意

　

議
員
が
日
ご
ろ
の
議
員
活
動
を
通
し
て
疑
問
に
感
じ
て
い
る
こ
と
や
改
め
た
い
こ
と
、

実
現
す
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
質
問
・
提
案
し
、
市
長
・
部
長
等
が
答
弁
し
ま
す
。

　

12
月
定
例
会
で
は
10
人
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。

一般質問者のＱＲコードを読み取ることで、録画配信を YouTube

（ユーチューブ）でご覧いただくことができます。

議会中継　ライブ配信・録画配信ページは　
　　　　　　　　　　　　　　コチラから⇒

インターネットからご覧になるときは・・

小林市議会　動画配信 検索

◎ライブ配信は定例会「本会議」の開会中

に配信しています。

答 幼
児
・
児
童
の
安
全
対
策
は

安心・安全な運行を

問

詳

し

く

は

コ
チ
ラ
か
ら

一   般   質     問

一   般   質     問

立
りっけんみんしゅとう

憲民主党
竹
たけうち

内 龍
りゅういちろう

一 郎 議員

答

議会中継

保
育
行
政

　
　

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
地
産
地
消
で

き
る
こ
と
は
、
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
上
で
非
常
に
重

要
で
あ
る
が
、
今
後
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　

市
で
は
令
和
４
年
６
月
に
、

小
林
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣

言
を
表
明
し
た
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域

の
特
性
に
応
じ
た
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
に
つ
い
て
、
実
現

性
の
検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
地
域
内
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
産
地
消
や
ま
ち
づ
く
り
の
取

組
と
連
動
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

が
重
要
と
考
え
る
。

　
　

小
水
力
発
電
は
、
数
を
集
め

る
と
大
出
力
と
な
る
可
能
性
が
あ

る
。
水
の
ま
ち
小
林
な
ら
で
は
の

実
行
力
の
あ
る
政
策
は
。

　
　

こ
れ
ま
で
も
土
地
改
良
区
等

で
検
討
さ
れ
た
経
緯
は
あ
る
が
、

送
電
の
た
め
の
施
設
費
等
が
ネ
ッ

ク
と
な
り
実
現
し
て
い
な
い
。
今

後
も
引
き
続
き
可
能
性
は
探
っ
て

い
き
た
い
。

　
　

　
　

　
　

市
立
病
院
に
お
け
る
母
乳
外

来
や
相
談
業
務
の
実
施
に
つ
い
て

は
。

　
　

令
和
５
年
度
か
ら
週
１
、
２

回
程
度
、
助
産
師
に
よ
る
産
後
乳

房
ケ
ア
外
来
を
実
施
す
る
方
向
で

調
整
中
で
あ
る
。

お
し
え
て

こ
す
モ
～

豆
辞
典

小
水
力
発
電
と
は
、
上
下
水
道
水
や
農
工
業
用
水

な
ど
を
活
用
す
る
水
力
発
電
の
こ
と
で
、
比
較
的

小
規
模
な
発
電
施
設
を
総
称
し
て
い
う
。

　
　

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
状
況
は
。

　
　

11
月
24
日
時
点
で
、
４
回
目

ワ
ク
チ
ン
の
年
代
別
の
接
種
状

況
は
、
中
学
生
が
９
・
５
％
、
高

校
生
が
11
・
３
％
、
20
代
30
代
が

31
・
７
％
、
40
代
50
代
が
43
・
６
％
、

60
代
以
上
で
は
83
％
を
超
え
て
い

る
状
況
で
あ
る
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
も
同
時
に
実

施
し
て
い
る
が
、
４
、
５
回
目
の

接
種
率
も
今
の
と
こ
ろ
順
調
に
伸

び
て
い
る
。
な
お
、
小
学
生
未
満

の
１
回
目
接
種
率
は
５
・
８
％
、

小
学
生
で
は
39
・
８
％
と
な
っ
て

お
り
、
年
齢
が
下
が
る
ほ
ど
接
種

率
が
低
く
な
る
状
況
で
あ
る
。
ま

た
、
臨
時
接
種
の
実
施
期
限
は
令

和
５
年
３
月
末
と
な
っ
て
い
る

が
、
国
が
感
染
状
況
等
を
見
極
め

て
判
断
す
る
も
の
と
考
え
る
。

　
　

市
民
か
ら
、
な
ぜ
利
用
で
き

な
い
の
か
と
い
う
声
が
あ
る
が
。

　
　

営
業
時
間
の
長
い
宿
泊
事
業

な
ど
が
経
営
を
圧
迫
す
る
こ
と
、

ま
た
客
室
数
が
７
部
屋
と
少
な
く

採
算
が
取
れ
な
い
こ
と
に
よ
り
、

令
和
３
年
７
月
か
ら
休
止
し
て
い

る
。
現
在
、
健
全
化
を
図
っ
て
お

り
、
今
期
決
算
も
良
好
と
聞
い
て

い
る
の
で
、
再
開
に
向
け
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

はなみずき№ 64７

ワクチン接種の推進を

地産地消エネルギーを
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産
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農
業
の
持
続
的
発
展
の
た

め
、
負
担
の
増
す
農
業
の
現
状
を

発
信
し
、
理
解
を
求
め
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
。

　
　

農
業
が
衰
退
す
る
と
地
元
商

店
の
経
営
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
農
産
物
に
適

正
な
価
格
転
嫁
が
で
き
る
ル
ー
ル

づ
く
り
と
国
民
の
理
解
が
必
要
と

考
え
る
。
ま
た
、
一
次
産
業
の
価

値
や
必
要
性
に
つ
い
て
、
消
費
者

や
流
通
業
者
に
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
、
国
で
し
っ
か
り
議
論
し
て

も
ら
い
た
い
。
機
会
あ
る
ご
と
に

国
に
現
状
を
伝
え
て
い
る
。

　
　

教
育
現
場
で
は
ど
の
よ
う
に

農
業
を
学
ん
で
い
る
か
。

　
　

農
業
は
私
た
ち
の
生
活
に
お

い
て
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
極

め
て
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。食
料
生
産
に
関
わ
る
人
々
が
、

様
々
な
工
夫
に
よ
っ
て
良
質
な
食

料
を
消
費
者
に
届
け
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
学
習
し
て
い
る
ほ
か
、

農
業
体
験
に
取
り
組
む
学
校
も
あ

る
。

　
　

　
　

台
風
14
号
に
よ
る
被
害
状
況

は
。

　
　

11
月
21
日
時
点
で
本
市
の
農

業
被
害
額
は
、
約
４
億
３
３
０
０

万
円
で
あ
る
。

　
　

台
風
対
策
に
よ
っ
て
、
被
害

状
況
に
大
き
く
差
が
出
て
い
る
。

基
盤
整
備
の
在
り
方
や
経
年
劣
化

ビ
ニ
ー
ル
の
対
応
、
発
電
機
の
導

入
な
ど
、
現
場
検
証
を
行
っ
て
必

要
な
対
策
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い

た
い
。

意

      

中
学
校
の
休
日
の
部
活
動
を

地
域
へ
と
移
行
す
る
国
の
計
画
に

つ
い
て
、
本
市
の
考
え
方
は
。

　
　

生
徒
に
と
っ
て
望
ま
し
い
持

続
可
能
な
部
活
動
の
環
境
整
備
や

地
域
指
導
者
と
し
て
の
市
民
活
動

の
場
の
創
出
、
ま
た
教
職
員
の
働

き
方
改
革
の
た
め
、
国
の
事
業
等

を
活
用
し
な
が
ら
推
進
し
た
い
。

　
　

地
域
の
受
け
皿
や
指
導
者
の

持
続
可
能
な
指
導
の
確
保
、
ま
た

保
護
者
負
担
な
ど
の
課
題
が
あ
る

が
。

　
　

市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
や
市
文
化

連
盟
の
協
力
に
よ
り
、
指
導
者
を

派
遣
し
て
い
る
。
市
外
の
人
材
確

保
が
必
要
な
場
合
も
あ
る
た
め
、

国
や
県
に
対
し
、
広
域
的
な
人
材

バ
ン
ク
の
整
備
と
人
材
確
保
に
向

け
た
支
援
を
要
望
し
た
い
。
ま
た
、

経
済
的
な
理
由
か
ら
地
域
部
活
動

に
参
加
で
き
な
い
家
庭
が
出
て
く

る
可
能
性
が
あ
る
。
保
護
者
に
負

担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
国
や
県
に

財
政
支
援
を
要
望
し
な
が
ら
、
財

源
確
保
を
検
討
し
た
い
。

　
　

中
体
連
や
各
種
大
会
は
ど
の

よ
う
に
な
る
の
か
。

　
　

各
種
大
会
は
現
在
検
討
中
で

あ
る
が
、
中
体
連
に
つ
い
て
は
、

県
中
学
校
体
育
連
盟
に
お
い
て
、

複
数
合
同
チ
ー
ム
の
編
成
規
定
の

見
直
し
を
検
討
中
と
の
こ
と
で
あ

る
。

農業への正当な評価を

地域部活動の家庭負担

厳
し
い
現
状
へ
の
理
解
を

耕作されないまま荒れる農地

スポーツのまちこばやし
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問答

答 問

答

問
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し
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チ
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８2022/12 はなみずき

自
じ み ん と う

民党きずなの会
原
はら

 勝
かつのぶ

信 議員

凛
りんゆうかい

悠会
 舞

ま い た

田 重
しげはる

治 議員

農
業
生
産
現
場
の
災
害
対
策

　
　

11
月
８
日
の
宮
日
新
聞
に

「
小
林
市
水
道
料
金
30
％
値
上
げ
」

と
の
見
出
し
で
小
林
市
水
道
事
業

経
営
審
議
会
の
答
申
が
掲
載
さ
れ

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
や
物
価
高
騰
の

影
響
が
長
引
く
中
で
、
市
民
か
ら

も
不
安
や
怒
り
の
声
が
聞
か
れ

た
。
さ
ら
に
今
回
の
内
容
は
、
議

会
に
何
も
説
明
が
な
い
ま
ま
報
道

が
先
行
し
、
議
員
も
市
民
へ
説
明

が
で
き
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
水

道
料
金
と
い
う
市
民
生
活
に
と
っ

て
影
響
が
大
き
い
内
容
を
、
市
民

に
も
議
会
に
も
説
明
が
な
い
中
で

の
発
表
は
、
市
民
に
無
用
な
混
乱

を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
議
会
軽

視
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
今
回

の
件
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
は
。

　
　

小
林
市
水
道
事
業
経
営
審
議

会
の
答
申
が
、
議
会
へ
の
報
告
よ

り
も
先
に
報
道
が
な
さ
れ
た
こ
と

に
つ
い
て
は
、
誠
に
申
し
訳
な
く

遺
憾
に
思
っ
て
い
る
。
手
続
き
に

つ
い
て
は
十
分
な
配
慮
の
も
と
進

め
る
よ
う
、
担
当
部
局
へ
指
示
を

行
っ
た
。
本
来
は
受
け
取
っ
た
答

申
に
基
づ
き
、
議
会
へ
の
報
告
と

説
明
を
行
い
、
慎
重
な
審
議
を
経

て
市
民
に
お
伝
え
す
べ
き
も
の
で

あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

     

　
　

　
　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制

度
は
、
自
治
体
レ
ベ
ル
で
急
速
に

広
ま
っ
て
い
る
。
本
市
で
の
取
組

は
。

　
　

要
綱
等
の
整
備
を
進
め
て
お

り
、
３
月
に
は
導
入
の
予
定
。

　
　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
配
慮
し
た

小
・
中
学
校
の
ト
イ
レ
や
制
服
に

つ
い
て
は
。

　
　

多
目
的
ト
イ
レ
が
小
学
校
で

６
校
、
中
学
校
で
５
校
設
置
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
他
の
学
校
に
つ
い

て
も
順
次
検
討
し
た
い
。
ま
た
、

制
服
の
あ
る
小
学
校
４
校
の
う

ち
３
校
が
ズ
ボ
ン
や
ス
カ
ー
ト
、

キ
ュ
ロ
ッ
ト
を
選
べ
る
。
残
り
１

校
も
進
め
る
方
向
で
あ
る
。
中
学

校
は
、
９
校
の
う
ち
４
校
が
ス

ラ
ッ
ク
ス
着
用
も
で
き
る
。
残
り

の
５
校
も
検
討
中
で
あ
る
。

　
　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
子

ど
も
に
必
要
な
生
活
や
遊
び
、
権

利
を
保
障
す
る
場
所
で
あ
り
、
働

く
親
た
ち
に
と
っ
て
な
く
て
は
な

ら
な
い
施
設
。
現
状
と
課
題
は
。

　
　

年
度
初
め
に
待
機
児
童
が
発

生
す
る
が
、
９
月
頃
に
は
解
消
し

て
い
る
。
そ
れ
ま
で
の
期
間
、
ど

の
よ
う
に
量
を
確
保
す
る
か
が
課

題
で
あ
り
検
討
中
で
あ
る
。

　
　

学
校
の
す
ぐ
近
く
で
安
心
し

て
通
え
る
児
童
ク
ラ
ブ
が
必
要
で

は
。

　
　

校
区
ご
と
の
預
か
り
人
数
等

を
み
て
、
不
足
が
あ
れ
ば
量
の
確

保
を
し
て
い
き
た
い
。
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Ｑ
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お
し
え
て

こ
す
モ
～

豆
辞
典

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
と
は
、
レ
ズ
ビ
ア
ン
、
ゲ
イ
な
ど
を
意
味

す
る
英
語
の
頭
文
字
を
と
っ
た
言
葉
で
、
性
的
少
数
者

を
表
す
総
称
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

詳

し

く

は

コ
チ
ラ
か
ら



      

令
和
５
年
10
月
か
ら
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
が
始
ま
る
。
市
の
対
応

は
。

　
　

こ
れ
ま
で
小
林
税
務
署
等
と

連
携
し
て
周
知
に
努
め
て
き
た
。

登
録
申
請
は
事
業
者
の
任
意
で
あ

り
、
課
税
売
上
高
が
１
０
０
０
万

円
以
下
の
免
税
事
業
者
が
、
制
度

の
内
容
を
十
分
理
解
し
た
上
で
判

断
し
て
い
る
か
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
　

市
内
事
業
者
の
イ
ン
ボ
イ
ス

へ
の
対
応
状
況
は
。

　
　

運
用
開
始
に
向
け
て
小
林
商

工
会
議
所
や
各
商
工
会
等
が
、
事

業
者
に
対
し
、
内
容
や
申
請
手
続

き
の
相
談
な
ど
に
対
応
し
て
い

る
。
導
入
に
当
た
っ
て
は
、
特
に

免
税
事
業
者
が
、
課
税
事
業
者

と
し
て
登
録
す
る
か
の
判
断
も
あ

り
、
様
々
な
問
題
が
あ
る
と
考
え

る
。
市
と
し
て
も
広
報
紙
等
で
周

知
を
図
り
た
い
。

     

　
　

　
　

燃
油
、
飼
料
、
資
材
の
価
格

高
騰
に
よ
る
影
響
は
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
や
不
安
定
な
国
際
情
勢
の
影
響

に
よ
り
物
価
が
高
騰
し
、
市
内
農

畜
産
業
や
小
規
模
・
中
小
企
業
事

業
者
は
、
大
変
厳
し
い
経
営
状
況

で
あ
る
。
物
価
高
騰
は
、
長
期
化

が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
実
態

を
的
確
に
把
握
し
、
適
切
な
対
策

に
努
め
た
い
。

◆
豆
辞
典

お
し
え
て

こ
す
モ
～

豆
辞
典

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
は
、
売
り
手
が
買
い
手
に
対

し
て
、
正
確
な
適
用
税
率
や
消
費
税
額
を
伝
え
る

た
め
の
書
類
を
発
行
す
る
制
度
の
こ
と
。
令
和
５

年
10
月
か
ら
開
始
さ
れ
る
。

　
　

災
害
時
に
お
い
て
、
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
Ｓ
Ｖ
Ｃ
）
が
自
主
防
災
組
織
連

絡
協
議
会
を
担
う
こ
と
に
よ
り
、

各
地
区
の
自
主
防
災
組
織
へ
の
連

絡
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
と
思
う

が
。

　
　

当
協
議
会
の
事
務
局
は
、
危

機
管
理
課
に
置
く
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。
現
在
、
事
務
局
の
変
更
は

検
討
し
て
い
な
い
が
、
今
後
災
害

時
に
も
Ｓ
Ｖ
Ｃ
と
の
連
携
が
図
れ

る
よ
う
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　

隣
地
か
ら
、
枝
が
土
地
の
境

界
を
越
え
て
き
た
場
合
の
対
処
は

　
　

市
道
の
場
合
、
樹
木
の
所
有

者
に
伐
採
を
依
頼
し
て
い
る
が
、

伐
採
さ
れ
ず
対
応
に
苦
慮
し
て
い

る
箇
所
も
あ
る
。
法
改
正
で
迅
速

な
対
応
が
で
き
る
と
期
待
し
て
い

る
。
住
民
間
の
ト
ラ
ブ
ル
や
相
談

が
寄
せ
ら
れ
た
場
合
は
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
現
地
調
査
を
実
施
し
、

樹
木
の
所
有
者
に
相
談
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
旨
を
お
知
ら
せ
す
る
。

　
　

　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
そ
の
目
的
と
西
小

林
地
区
学
校
施
設
整
備
検
討
会
議

の
今
後
の
計
画
は
。

　
　

学
校
施
設
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
よ
り
具
体
的
に
様
々
な
角
度

か
ら
検
討
す
る
た
め
で
あ
る
。
検

討
会
議
は
２
カ
月
に
１
回
程
度
開

催
し
、
令
和
５
年
度
中
に
意
見
を

取
り
ま
と
め
た
い
。

災害時の役割と連携は

問題の多いインボイス

公有地に越境した竹木

コ
ロ
ナ
禍
と
物
価
高
騰
の
影
響燃油・配合飼料の高騰が経営を圧迫

問答

問

日
にほんきょうさんとう

本共産党
時
ときとう

任 隆
りゅういち

一  議員

答 問 答

答

問答

答 問

詳

し

く

は

コ
チ
ラ
か
ら

問

詳

し

く

は

コ
チ
ラ
か
ら

◆
豆
辞
典

一   般   質     問

一   般   質     問
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こばやし令
れ い わ

和の会
貴
き じ ま

嶋 憲
け ん た ろ う

太郎 議員

西
小
林
地
区
の
学
校
の
今
後
は

民
法
２
３
３
条
改
正
の
影
響
は

お
し
え
て

こ
す
モ
～

豆
辞
典

民
法
２
３
３
条
改
正
と
は
、
越
境
し
た
枝
の
処
理
に
つ

い
て
、
急
迫
の
事
情
が
あ
る
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た

す
場
合
に
、
越
境
さ
れ
た
土
地
所
有
者
が
自
ら
切
除
で

き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
令
和
５
年
４
月
に
施
行
さ
れ

る
民
法
改
正
の
こ
と
。

　
　

異
常
気
象
に
よ
り
、
自
然
災

害
が
増
加
し
て
い
る
。
本
市
は
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
表
明

し
た
が
、
日
常
生
活
で
エ
コ
な
行

動
を
「
見
え
る
化
」
し
行
動
変
容

に
つ
な
げ
る
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
・

ポ
イ
ン
ト
推
進
事
業
を
実
施
す
る

考
え
は
。

　
　

ポ
イ
ン
ト
発
行
業
者
の
手
続

き
や
市
内
参
入
業
者
の
開
拓
、
シ

ス
テ
ム
構
築
に
多
く
の
財
源
を
要

す
る
が
、
今
後
研
究
し
た
い
。

　
　

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査

結
果
は
。

　
　

事
業
者
説
明
会
に
は
６
法
人

が
出
席
し
、
そ
の
後
の
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
参
加
届
出
は
１
法
人
の
み
で

あ
っ
た
。
総
合
的
な
視
点
に
よ
り

合
同
会
社
ク
リ
ー
ン
ア
ー
ス
を
選

定
し
た
。

　
　

今
後
も
安
心
・
安
全
な
市
民

サ
ー
ビ
ス
は
維
持
さ
れ
る
の
か
。

　
　

的
確
な
収
集
運
搬
業
務
や
工

場
の
管
理
等
業
務
が
適
正
に
履
行

で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　

森
林
の
伐
採
が
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
る
が
、
現
状
と
課
題
は
。

　
　

伐
採
後
の
再
造
林
率
は
県
内

平
均
70
％
に
対
し
、
本
市
は
54
％

で
あ
る
。
林
業
従
事
者
の
確
保
の

支
援
や
森
林
所
有
者
に
対
す
る
再

造
林
経
費
の
負
担
軽
減
な
ど
、
森

林
環
境
譲
与
税
の
活
用
も
視
野
に

取
組
を
進
め
た
い
。

はなみずき№ 6411

地球温暖化対策の推進
ご
み
収
集
運
搬
等
業
務
の
委
託

主伐が盛んに行われている人工林

問答問答

答

問

詳

し

く

は

コ
チ
ラ
か
ら

一   般   質     問

公
こうめいとう

明党
鎌
か ま た

田 豊
とよかず

数 議員

mini

ミニ

傍聴待ってま～す

　11 月 27 日（日曜）、心地よい秋晴れの中、

小林市議会も ｢ こばやし秋まつり 2022｣ に参加

しました。

　パレードの際には横断幕を掲げながら、12 月

定例会開会のお知らせと議会傍聴の呼びかけを行

いました。

　皆様もぜひ議会傍聴にお越しください。

表紙のひとコマ

取材・編集：前田委員／下沖委員

　西諸唯一の特別支援学校で、小学部は東方小学校に

併設されています。全校児童は 45 人で、今回表紙を

飾ってくれたのは、２年１組の児童の皆さん。久しぶ

りの校外遠足で生駒高原を訪れた時の様子です。

　そして、こちらは４年１組の仲良し５人組。いつも

元気いっぱいで笑顔の絶えないクラスです。生駒高原

の満開のコスモスと雄大な景色を満喫しました。

答 問

県立小林こすもす支援学校 小学部

　色とりどりに清楚な花を咲かせ、実はたくましい生命力

を持つコスモス。そんなコスモスのように、児童の皆さん

がこれからも健やかに成長されることを願っています。

持
続
可
能
な
林
業
再
生
の
取
組

。
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報告案件
報告 8

専決処分の承認を求めることについて
（一般会計補正予算（第 10 号））

※災害復旧事業費に係るもの、電力・ガス・食料
品等価格高騰緊急支援給付金事業費に係るもの

承認 ○○○○○○○○○○○○－○○○○○○

報告 9 専決処分した事件の報告 報告に対する質疑をもって終了

R4 補正予算
議案 94

一般会計補正予算（第 11 号）
※物価高騰対策支援事業費に係るもの、地域経済
支援事業費に係るもの

原案
可決 ○○○○○○○○○○○○－○○○○○○

議案番号 議案名
表決
結果

（令和 4 年 11 月 11 日）

（令和 4 年 11 月 25 日～ 12 月 13 日）令和４年第９回定例会　表決結果一覧
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R4 補正予算
議案 95

一般会計補正予算（第 12 号）
原案
可決 ○○○○○○○○欠○○○－○○○○○○

議案 96 国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）
原案
可決 ○○○○○○○○欠○○○－○○○○○○

議案 97 介護保険事業特別会計補正予算（第３号）
原案
可決 ○○○○○○○○欠○○○－○○○○○○

議案 98 後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３号）
原案
可決 ○○○○○○○○欠○○○－○○○○○○

議案 99 水道事業会計補正予算（第５号）
原案
可決 ○○○○○○○○欠○○○－○○○○○○

議案 100 下水道事業会計補正予算（第３号）
原案
可決 ○○○○○○○○欠○○○－○○○○○○

議案 101 病院事業会計補正予算（第３号）
原案
可決 ○○○○○○○○欠○○○－○○○○○○

議案 115
【12 月 13 日追加提案】

一般会計補正予算（第 13 号）
原案
可決 ○○○○○○○○欠○○○－○○○○○○

議案 116
【12 月 13 日追加提案】

国民健康保険事業特別会計補正予算（第５号）
原案
可決 ○○○○○○○○欠○○○－○○○○○○

議案 117
【12 月 13 日追加提案】

農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）
原案
可決 ○○○○○○○○欠○○○－○○○○○○

議案 118
【12 月 13 日追加提案】

介護保険事業特別会計補正予算（第４号）
原案
可決 ○○○○○○○○欠○○○－○○○○○○

議案 119
【12 月 13 日追加提案】

後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第４号）
原案
可決 ○○○○○○○○欠○○○－○○○○○○

議案 120
【12 月 13 日追加提案】

水道事業会計補正予算（第６号）
原案
可決 ○○○○○○○○欠○○○－○○○○○○

議案 121
【12 月 13 日追加提案】

下水道事業会計補正予算（第４号）
原案
可決 ○○○○○○○○欠○○○－○○○○○○

議案 122
【12 月 13 日追加提案】

病院事業会計補正予算（第４号）
原案
可決 ○○○○○○○○欠○○○－○○○○○○

条例関係
議案 102

個人情報保護法施行条例の制定
原案
可決 ○○○○○○○○欠○○○－○○○○○○

議案 103
地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う
関係条例の整備に関する条例の制定

原案
可決 ○○○○○○○○欠○○○－○○○○○○

議案 104 こども応援基金条例の制定
原案
可決 ○○○○○○○○欠○○○－○○○○○○

議案 105
政策推進における組織及びその任務に関する条例
の一部改正

原案
可決 ○○○○○○○○欠○○○－○○○○○○

議案番号 議案名
表決
結果

「小林市議会の運営に関する基準」に基づき、提案された全議案に対して、各議員の表決態度（賛否）を公表しています。

掲載に当たっては、次のとおりです。

（○ : 賛成　● : 反対　欠：欠席　－ : 議長は表決には加わらないため）
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表決結果 一  覧
議案の内容は
こちらから

陳情第１号

表決結果 一  覧
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議案 106 情報公開条例等の一部改正
原案
可決 ○○○○○○○○欠○○○－○○○○○○

議案 107
市議会議員及び市長の選挙における選挙運動の公
営に関する条例の一部改正

原案
可決 ○○○○○○○○欠○○○－○○○○○○

議案 108 職員の定年等に関する条例の一部改正
原案
可決 ○○○○○○○○欠○○○－○○○○○○

議案 109 職員の退職手当に関する条例の一部改正
原案
可決 ○○○○○○○○欠○○○－○○○○○○

議案 110 農業集落排水処理施設条例の一部改正
原案
可決 ○○○○○○○○欠○○○－○○○○○○

議案 111 下水道条例の一部改正
原案
可決 ○○○○○○○○欠○○○－○○○○○○

議案 123
【12 月 13 日追加提案】

一般職の職員の給与に関する条例及び一般職の任
期付職員の採用等に関する条例の一部改正

原案
可決 ○○○○○○○○欠○○○－○○○○○○

議案 124
【12 月 13 日追加提案】

常勤の特別職の職員の給与に関する条例の一部改
正

原案
可決 ○○○○○○○○欠○○○－○○○○○○

議案 125
【12 月 13 日追加提案】

病院事業管理者の給与等に関する条例の一部改正
原案
可決 ○○○○○○○○欠○○○－○○○○○○

議案 126
【12 月 13 日追加提案】

市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する
条例の一部改正

原案
可決 ○○○○○○○○欠○○○－○○○○○○

その他
議案 112

指定管理者の指定
・野尻町保健福祉センター

原案
可決 ○○○○○○○○欠○○○－○○○○○○

議案 113 定住自立圏形成協定の変更【えびの市】
原案
可決 ○○○○○○○○欠○○○－○○○○○○

議案 114 定住自立圏形成協定の変更【高原町】
原案
可決 ○○○○○○○○欠○○○－○○○○○○

議員提出
議案１ 市議会の個人情報の保護に関する条例の制定

原案
可決 ○○○○○○○○欠○○○－○○○○○○

議案２ 市議会委員会条例の一部改正
原案
可決 ○○○○○○○○欠○○○－○○○○○○

陳情
陳情１

民主主義・立憲主義の基盤である思想・良心の自
由、請願権等を守る為の陳情

不採択 ●●●●●●●●欠●●●－●●●●●●

議案番号 議案名
表決
結果

はなみずき№ 6413

議案の内容は
こちらから

【陳情者】小林市内在住  個人

【委員会での主な意見】
　陳情項目にある本市議会及び本市議会
議員に対し「宣言・決議をしないこと」
及び「調査・質問したりしないこと」を
求めることについては、議会及び議員の
権限を制限するものであり、受け入れる
ことはできない。

【結果】　本会議で委員長報告があり、
採決の結果、全会一致で不採択となり
ました。

議員辞職のお知らせ

令和４年 12 月 13 日、下
しもおき

沖 篤
あ つ し

史 議員から議員辞職願が提出
され、地方自治法第 126 条の規定により、同日の本会議に
て辞職が許可されました。

『民主主義・立憲主義の基盤である思想・
良心の自由、請願権等を守る為の陳情』

陳情第１号は、総務文教委員会において、
慎重に審査しました。

（追加議案）

副議長就任のお知らせ

下
しもおき

沖 篤
あ つ し

史 副議長の議員辞職に伴って
行われた副議長選挙において、新たに 
吉
よしふじ

藤 洋
よ う こ

子 議員が副議長に当選しまし
た。

吉
よしふじ

藤 洋
よ う こ

子 副議長
【略歴】
２期目。広報広聴委員長、
市民厚生委員長などを歴
任。北西方在住。

　これにより、吉藤副議長は広報広聴

委員長を辞任。互選により、新しい委

員長に 貴
き じ ま

嶋 憲
け ん た ろ う

太郎 議員、副委員長に 

大
おおさこ

迫 みどり 議員が就任しました。



これ、知っちょった？

142022/12 はなみずき

○議会への提言・疑問・質問などお寄せください。

○今回の「はなみずき」で関心のあることや感想が

あればお書きください。また、もっと読みたくなる

ような「アイデア」があればお寄せください。

はなみずき№ 6415

　市民と議員が、ともに小林の未来を考え、

小林を元気にするアイデアを探し出す新しい

スタイルの意見交換会。

　小林市議会では、市民との対話をより重視

した意見交換会を目指して、今回初の試みと

して、昨年 10 月 25 日に「こばカフェ」を

開催しました。

( 小林・須木・野尻地区の３会場で同時開催 )

～テーマ「あなたの幸せ」について～

小林地区
会場：KITTO 小林２階

須木地区
会場：須木総合ふるさとセンター

幸せとは？ ＝ 生きがいがあること

誰でも気軽に野菜づくりができる環境を！

栽培アドバイザー派遣

野尻地区
会場：野尻庁舎大会議室

幸せとは？ ＝ ふるさとへの愛着

子どもたちを対象とした

小林の職業体験フェスタ

幸せとは？ ＝ 豊かな食

須木米に合う地域の

おいしいおかず開発

幸せとは？ ＝ 健康であること

楽しみながら歩こう！

ウオーキングコースに多種多様な

花・草木・実のなる木を植栽する。

市民の声
このコーナーは、お便りや傍聴アンケート、「はなみずき」
読者モニターの意見を掲載しています。

■はなみずき読者モニターアンケートより

　２年間とても楽しくモニターに参加できました。また、議

員の方々の日々の努力をとても感じることができ感謝でいっ

ぱいです。ありがとうございました。

　市議会に近づける機会を多くつくり広めることを今後も

やってほしいと思います。行政の監視や市民の要望の取上げ・

検討は、市議会の役割として大変でしょうが、市民のため小

林の将来のため頑張ってほしいと思います。

　現在、全国自治体病院経営都市議会協議会の

理事を務める 森田 哲朗 議長（写真左）。昨年

11 月の上京の折、地元選出の 古川 禎久 衆議

院議員に要望活動を行いました。

　森田議長より、西諸医療圏の自治体病院の

現状や課題などを説明したのち、古川代議士

に「自治体病院に関する要望書」を手渡しま

した。

要 望 活 動

　議会だより「はなみずき」モニターの皆様には

任期中、沢山のご意見をいただき、誠にありがと

うございました。

　皆様からのご意見は今後も編集に生かしてまい

ります。また、ご意見等ございましたら左のはが

きにてお知らせいただけると幸いです。

　今後とも、議会だより「はなみずき」のご愛読

よろしくお願いいたします。

進行役を務めるテーブル
ホストのもと、参加者は
地域の課題を掘り起こ
し、課題解決へ向け各々
アイデアを出し合い、そ
れらをつなぎ膨らませ
て、ひとつの形（事業や
政策）に発展させます。

議員も含め、参加者は
少人数のグループに分
かれて、各テーブルご
とに自由に意見交換を
行います。

　どのテーブルでも「小林市民の幸せとは何なのか？」「ど

のような状態が幸せと感じられるのか？」など、その答え

を皆で一緒に探求し活発に意見を出し合いました。

　普段はスーツ姿の議員も、こばカフェではカジュアルな

装いで参加。市民と議員が和気あいあいとした中で対話を

重ね、実りある楽しい意見交換会となりました。

を開催しました。

（衆議院第二議員会館にて）

こばカフェとは？
議 場 見 学

　昨年 10 月、野尻地区生きがい学級の皆様が
議場見学に来られました。

三
ケ
野
山
学
級
生

（
令
和
４
年
10
月
７
日
）

紙
屋
学
級
生

（
令
和
４
年
10
月
12
日
）

東
麓
学
級
生

（
令
和
４
年
10
月
18
日
）
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議員の

編  

集  

後  

記

　

今
回
も
最
後
ま
で
ご
覧
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
「
は
な
み
ず
き
」

の
編
集
に
あ
た
り
、
毎
回
広
報
広
聴
委
員
会
で

創
意
工
夫
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
３
市
議
会
の
行
政
視
察
を
受
け
入

れ
、
お
互
い
に
議
会
だ
よ
り
の
編
集
に
つ
い
て

意
見
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
は
な
み
ず
き
」
は
進
化
し
続

け
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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憲
太
郎

勧請岡公園の初日

◎突発的な事情等により変更となる場合があります。

日 月 火 水 木 金 土

２/24

開会日

25

26 27

一般質問

28

一般質問

３/ １

一般質問

２

一般質問

３ ４

５ ６

議案質疑

７

議案質疑

８

委員会

９

委員会

10

委員会

11

12 13

委員会
予備日

14 15

予算審査

特別委員会

16 17 18

19 20

最終日

次の３月定例会は

料金受取人払

小林局承認 8 8 6 8 7 9 0
郵 便 は が き

差 出 有 効 期 間
令和5年7 月 24日まで

（切手を貼らずにお出しください）

ご氏名
ふりがな

※「はなみずき」に掲載させていただく場合に、イニシャルやペンネームをご希望される場合は
ご記入ください。

ご住所

お電話 (　　　)－(　　　)－(　　　)

  小 林 市 細 野 300 番 地

　

（受取人）

切り取ってお出しください

行広報広聴委員会

小林市役所 議会事務局　

（はなみずき№ 64　2022.12 月議会号）

  差 出 有 効 期 間
令和 5 年 7 月 24 日まで

（切手を貼らずにお出しください）

286

　勧
かんじょうおか

請岡市民の森公園は、「エヒメアヤメ」の自生地として有

名で、地区の住民と「エヒメアヤメを守り育てる会」の協力に

より、大切に保護・管理されています。また、この公園内にあ

る亀ヶ岡神社には、丘の頂上に長寿観音様が祭られており、台

座には 7 匹の亀が鎮座し名前の由来であると言われています。

この丘の上から見る初日の出は格別で、お正月には多くの人で

賑わいます。山間から勢いよく昇る初日。南方向に目を向ける

と霧島連山が初日に映し出され、素晴らしい景色を眺めること

ができます。

　20 年ほど前から、地区の有志が地元で採

れた野菜や餅の入った雑煮を振る舞い、毎年

多くの方に喜ばれています。皆様も元旦でな

くとも一度は朝日を見に行かれてみては？

住所：北西方７１２５－１

エヒメアヤメ

かんじょうおか

勧
かんじょうおか

請岡公園から見える初日の出観音様と台座の亀


